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 本特集は，教科教育の特質を，各教科において，教科の成立基盤，教科の本質，教科の
本質にもとづく人間性，人間性を涵養する学習指導の構想と展開という見地のいずれから
とらえ，論究したものである。これらいずれの見地から論究しても，最終的には，教科の
本質や学習指導が目指すものは人間性の涵養になるということを帰結している。 
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    This special issue discussed nature of subjects from foundation of subjects, nature of subjects, 
humanity based on nature of subjects and learning instruction cultivating humanity. This paper 
indicated that nature od subjects and learning instruction aimed for cultivating humanity. 
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はじめに 
 教科教育特論のシラバスにおける授業目標は，
「教科の成立基盤や各教科の本質を理解するとと
もに，教科の本質にもとづく人間性を育成できる
学習指導を構想し，展開できるようにする。」であ
る。この目標は，次の４つのキーワードから成り
立つと考えられる。 
  
 ① 教科の成立基盤 
 ② 教科の本質 
 ③ 教科の本質にもとづく人間性 
 ④ 人間性を涵養する学習指導の構想と展開 
  
 これらの①～④において，各教科の論文は表 1
に示す見地からそれぞれ論述している。なお，こ
の表の◯印は，当該項目を示す。 
 以下，各教科の論文を問題意識とそれに対する
解決方法という視点から概説する。 
 
1. 各教科の論文の概説 
1.1 国語科 
国語科では，教科の本質にもとづく人間性やそ
の学習指導について解明した。特に作文指導に視
点を当てて歴史的に検討した。その結果，リアリ
ズムの言語観という戦前の作文指導から文章が事
実を引き出す，あるいは文章が現実を創り出すと
いう言語観に支えられた作文指導が展開すること
で，子どもたちの「人間性」に対する新しい見方
に変遷したことを明らかにした。 
 具体的には，次のように論を展開していた。 
 近代教育が開始された当時は，まだ日本語の平
易な書きことばが整っていなかった。それは国語
教育の中で徐々に準備され，子どもたちは明治末
期になって「言文一致文体」で，作文を書くこと
が可能になった。その後，子どもたちは詩や文章
によって，様々な「自己表現」を積み重ねた。そ
の基底にあったのは，言語が事実を写し出すとい
うリアリズムの言語観だった。しかし，戦後にな
って，文章が事実を引き出す，あるいは文章が現
実を創り出すという言語観に支えられた作文指導
が展開することによって，子どもたちの「人間性」
に対する新しい見方も生まれてきた。そのような
新しい作文観は，これからの国語教育にとって，
きわめて有力な力となることを明らかにした。 
 
1.2 社会科 
社会科では，①教科の成立基盤，②教科の本質
の 2点を追究するため，まず，次の 3つの問いを
考察することから論を展開した。 
 問１ 学校教育においてなぜ社会科は必要とし
ているのか。 
 問２ 社会科の根拠，基盤は何か。 
 問３ 社会科の存在意義や成立基盤から見ると，
社会科の本質は何か。 
 この問いのもとで，教科や社会科の存在意義を
近代教科と現代教科の比較を，特に地理科，歴史
科という近代教科と，社会科という現代教科の相
違を手かがりにして進めた。次に，ジョン・デュ
ーイ(John Dewy)の教育観，教科観，社会科観に
もとづき，社会科の存在理由を追求した．そして，
 
表 1 各教科と①～④の見地の関係 
 教科の 
成立基盤 
教科の本質 
教科の本質に 
もとづく人間性 
人間性を育成する学
習指導 
国語科   〇 〇 
社会科 〇 〇   
算数・数学科   〇 〇 
理科 〇 〇 〇 〇 
体育科   〇  
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社会科の本質を考察した。最後，提示した問いに
対する答えを次のようにしている。 
 社会科では，教科としての成立基盤とその本質
を，デューイに即して理論的にも検討するという
方法を用いて，次のようなことを結論とした。社
会科の成立基盤とその本質は，社会の成員として
一人ひとりの子どもたちを育てるために，社会事
象に関する経験の再構成の場として存在し，社会
形成者の育成，シティズンシップの育成にあるこ
とである。 
 
1.3 算数・数学科 
 算数・数学科では，教科の本質にもとづく人間
性やその学習指導について，学習指導要領の歴史
的な変遷から，算数科・数学科の教科の本質に「算
数・数学を創る」活動，創造的活動が位置づいて
いることを明らかにした。また，それを実践する
には，特に，見方・考え方の顕在化と価値づけ，
状況横断的な取扱いなどに留意する必要性を明ら
かにした。具体的には，以下のように論証してい
る。 
 算数科・数学科の教科の本質に「算数・数学を
創る」活動，創造的活動が位置づいており，我が
国の学習指導要領算数科・数学科において根幹に
据えられているということができる。そこで，
2017（平成 29）年版学習指導要領，および，歴史
的に重要ないくつかの事項を振り返って確認し，
また，その文脈の方向性の中で，今日の資質・能
力育成における統合的・発展的に考える活動，統
合的・発展的に考える力等が強調されていること
を示した。また，そのことを踏まえて，授業実践
へと具体化するに当たっての指導上の手立て，見
方・考え方の顕在化と価値づけ，状況横断的な取
扱いを強調した。 
 
1.4 理科 
 理科では，当該教科を例に，なぜ教科が必要な
のかという教科の成立基盤や，当該教科でしかで
きない人間形成とは何かという各教科の本質，教
科における学習指導という見地について，科学基
礎論や学習指導要領の変遷という視点から論述し，
科学や観察・実験というキーワードを導出し，自
己決定，自己責任，謙虚さなどの人間性の涵養を
明らかにしている。具体的には，次のように論を
展開している。 
まず，教科の成立基盤を 理科固有の目標からと
らえた。次に，教科の本質を理科を例にして，観
察・実験や「科学的」ということについて解明し
た。また，科学の目的を自然科学を分類し，それ
らの特徴を解明して，理科を構成する領域あるい
は区分を導出した。そして，理科の学習内容を構
成する考え方と人間性について明らかにした。最
後に， 人間性をはぐくむ理科の学習指導として，
１）自己決定と自己責任 
２）見つめ直し，予想・仮説や観察・実験方法の 
変更に伴う謙虚さ，考え方の柔軟性  
などを帰結した。 
 
1.5 体育科 
体育科では，人間形成論という見地について，
学校教育とスポーツという二つの側面からとらえ，
第二次大戦後の学習指導要領にみる目標の記述並
びに 1990 年代以降の体育の危機をめぐる国際的
な論議をもとに，学校教育とスポーツという二つ
の側面の変遷から人間性の涵養について明らかに
した。具体的には， 
１ 体育の目標に関するディスコースの生産シス
テム 
２ 体育の目標論理解のための概念装置 
３ 日本の学習指導要領にみる体育の目標観の
変遷に関する一般的理解 
４ 我が国におけるスポーツ教育の提案 
５ 運動することの意義 
という項目を設定し，学校教育とスポーツという
二つのシステムの揺れが派生するメカニズムを，
教育目標の制度化という考え方に基づき検討した。 
 
2. まとめ 
 以上，各教科の論文を概観してきた。最後に，
これまでの概観を踏まえると，本論文は次のよう
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に総括できる。 
 はじめに，教科教育特論のシラバスにおける授
業目標は，「教科の成立基盤や各教科の本質を理解
するとともに，教科の本質にもとづく人間性を育
成できる学習指導を構想し，展開できるようにす
る。」であった。この目標に対し，国語科，算数・
数学科，体育科の論文では，具体的な指導の目的
論や学習指導要領の歴史的な変遷をもとに，教科
の本質にもとづく人間性やその学習指導について
解明している。一方，社会科や理科の論文では，
教科を構成する基盤となる文化の基礎論の分析を
もとに，教科の成立基盤と，教科の本質について
解明している。教科の成立基盤から導出された教
科の本質については，その特徴的な学習活動とし
て，国語科は言語の交流，社会科は社会事象に関
する経験を再構成すること，算数・数学科は数学
的活動，理科は観察・実験を通した問題解決，体
育科は運動することを挙げている。そして，これ
らの学習活動を通して，それぞれの教科において
人間性の涵養を目指している。 
 以上述べてきたように，各論文によってその解
明方法や本質に基づく学習活動は異なっているも
のの，最終的に教科の本質や学習指導が目指すも
のは人間性の涵養であるといえる。 
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